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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年3月26日(2020.3.26)

【公開番号】特開2019-82708(P2019-82708A)
【公開日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2019-3287(P2019-3287)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  21/06     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  21/36     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   21/06     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   21/36     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｆ
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月14日(2020.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光センサのアレイを含むイメージ捕捉手段と、
　約１ｍＷ未満の励起光を、少なくとも０．５ｍｍ２である視野内の対象物体に向けるよ
うに、そして、前記励起光によって引き起こされた落射蛍光エミッションを、光センサの
前記アレイに向けるように構成された、光学機器とを備え、前記光学機器と、光センサの
アレイとは、前記視野のイメージについて、少なくとも２．５μｍの解像度を提供するた
めに、それぞれ、前記対象物体に十分に近い、
　落射蛍光顕微鏡。
【請求項２】
　前記光学機器は、リアルタイムイメージングの間、光センサの前記アレイと、対物レン
ズとの間の距離を調節することによって、イメージのフォーカシングを提供するように構
成される、請求項１に記載の落射蛍光顕微鏡。
【請求項３】
　６ｍＷ未満を提供するエネルギー源から励起光を生成するように構成された、光源と、
　センサアレイを含むイメージング回路手段と、
　少なくとも０．５ｍｍ２である視野について、少なくとも２．５μｍのイメージ解像度
を提供するために、前記光源、前記センサアレイ、及び対象物体に十分に接近して動作す
るように構成された、対物レンズと
　を備える、落射蛍光顕微鏡。
【請求項４】
　慢性実験の間の、共通イメージング位置の反復イメージングのための、正確な顕微鏡ア
ライメントを可能にするために、支持構造物のベースプレートに、前記落射蛍光顕微鏡を
取り付けるステップ、及び再度取り付けるステップを含む、請求項１に記載の落射蛍光顕
微鏡装置を使用する方法。
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【請求項５】
　サイズが１立方インチ（約１６．３９ｃｍ３）未満である落射蛍光顕微鏡を提供するス
テップであって、前記落射蛍光顕微鏡は、（ｉ）光を、イメージング対象を含む視野に向
けるように構成された、光励起配置と、（ｉｉ）向けられた光と、前記イメージング対象
との間の相互作用によって引き起こされた蛍光から、イメージデータを生成するように構
成された、光センサアレイを含むイメージング回路と、（ｉｉｉ）前記蛍光を、前記光セ
ンサアレイに、０．５ｍｍ２にわたって、かつ、少なくとも２．５μｍの解像度で描かれ
るための前記イメージデータのため、十分な強度及びフォーカスを伴って向けるように構
成された、光学配置とを備えることを特徴とする前記提供するステップと、
　慢性実験の間の、共通イメージング位置の反復イメージングのための、正確な顕微鏡ア
ライメントを可能にするために、支持構造物のベースプレートに、前記落射蛍光顕微鏡を
取り付けるステップ、及び再度取り付けるステップと、
　を含む、イメージング装置を使用する方法。
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